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Transition (non-social behavior → social behavior)
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５．MSM度の算出
専門家が観察した50種類と同じマウスに関し，被験者17名
に対し，パネラーテストを実施した．更に，別の9種類のコン
ソミックマウスについて，被験者17名の内8名に対して，同じ
パネラーテストを実施した．パネラーテストは，マウスの動画
像を提示し，最も社会性がある場合を100点，最も無い場合
を0点として採点した．この結果を用いて，コンソミック系統ご
との評価結果を目的変数，マルコフ確率を説明変数として最
小二乗推定により被験者毎の推定係数ベクトルを算出し，
更に推定係数ベクトルとマルコフ確率を用い，530種類のコ
ンソミック系統マウスの推定MSM度を算出した．
その結果，50種類のコンソミックマウスについて，17名評価
結果の平均値と推定MSM度は高い相関にあることがわかっ
た（図３）．また，9種類のコンソミックマウスについて，8名評
価結果の平均値と推定MSM度はほぼ等しい値を取っている
ことがわかった（図４）．
以上より，マルコフ係数を用いてMSM度を説明することの
妥当性が示唆された．
